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1 ま え が き
 現在わが国て食品の添加物として使用することが法
的にみとめ られている殺菌剤,保 存料 としては,過 酸
1ヒ水素,次 亜塩素酸,2-(2一 フリル)-3-(5一 ニ
トロー2一 フ リル)ア クリル酸ア ミド,安 息香酸,サ リ
チル酸,ジ フェニール,ソ ルピン酸,デ ヒドロ酢酸,
パラオキシ安息香酸エステル類,プ ロピオン酸塩,ラ
ウリル トリメチルアンモニウムー2,4,5一 トリクロ
ルフェノキサイ ド,サ ラシ粉などとな っている。これ
らのうち2,3を 除 きそれぞれ健康上の安全性を確保
するための量的規制が法的拘束力をもった所謂使用基
準 として定め られているが,現 実社会の実態は,今 日
までの多数の実例が示す如 く,こ の基準が守 られない
場合が多い。特に殺菌剤や保存料のなかには,健 康上
の安全性に関し問題点を有するものが少な くない。
 そこで食品中の これ らの物質につ き,よ り適確な,
より迅速な検 出方法,定 性定量試験方法の開発が必要
である。著者 らは,食 品添加物の うち特に安全性に関
す る問題点が多い と思われ る殺菌剤,保 存料について,
より有効な試験法に関する研究を行なっているが,こ





















 現在定め られている使用基準に よれば,「DHAお よ
びこれを含む製剤は,チ ーズ,バ ター,マ ーガリンお
よびあん類以外の食品に使用 してはならない」とされ
ている。又その使用量は 「DHAと してチーズ,パ タ
ーお よび7 ガ リンにあ ってはその1kgに つき0.5g
以下,あ ん類にあ ってはその1kgに つき0.2g以 下でな
ければな らない」 と規定 されている。DHAの 抗菌作
用は糸状菌,酵 母および大部分の細菌に対 して有効で
あ る。 またその作用は,p且,熱 および 光線Y'対 して
安定であるとい う。
             1J
 DHAは 多 くの無機化合物 と塩を作ることが知 られ
              2」
ているが,そ れ らのなかで銅塩は定性反応に利用され
ている。DHAは 反応性に富んでお り各種の誘導体が
知 られている。 またDHAは 酸には比較的安定であ る
といわれているが,ク エン酸溶液中では次第に変化し
                   3)
て2,6-dimethyl--4--pyroneを生 成す る とい う報 告
があ る。 アル カ リで加水 分解 す る と酢酸,ア セ トン,
二 酸化炭素 な どが生 成 され る。
 試 験法 と しては,DHAの 構造中 の メチ ル ケ トン基
を利用す る ものが 多 く,こ の もの の検 出に は多 くの方
                      4」
法があるが,芳 香属 アルデヒ ドの作用によるもの,次
     2)J)
亜臭素酸反応,な どが知 られてい る。又無機塩の生成
                 s)
反応を利用する方法も報告 されている。この場合銅塩
                       6」
生成反応が よく用い られ るが他に鉄塩を生成する反応
を利用するものもある。 この うち芳香族アルデヒドに
         7)         8」
よる反応は,チ ーズ,魚 肉ね り製品などの食品中か ら
の検 出定量に関す る報告があ り広 く用い られている方
法である。
 薬学会協定衛生試験法では,チ ーズ,パ ター,マ ー
ガ リンおよび 清涼飲料水などのなかに含まれるDHA
の定性定量試験法 として,ポ ーラログラフ ィ_yこよる

































































5分後 - 0.22 
10分 O.24 o. 24 O. 22 
15分 0.24 0240.22 
20分 I 0.24 I 024I 0.22 
25分 0.24 0.24 0.22 
30分 0.24 0.24 0.22 
40分 0.25 0.24 
45分 0.25 0.24 
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